
 

 

編集後記  

■時間生物学秋号（Vol.30, No.2）をお届けします。本号は学術
大会抄録集との合併号となります。学術大会初開催となる富山の

地で、めいめいが秋号を携えてご参集いただけることを楽しみに
しながら編集にあたりました。学会誌から学術大会へ、また学術
大会抄録集から学会そのものへ、双方向に魅力を感じていただけ

れば幸いです。 
 
■ 2023 年度に発足したダイバーシティ推進委員会によるアンケ

ート結果を掲載しています。時間生物学のみならず、会員の皆様
が属する様々なコミュニティにおいて、どの場においても考えて
いかなければならない重要な事項と認識しています。初回アンケ

ートの結果報告は、雑誌編集とのスケジュールが厳しくなってし
まいましたが、今後は両委員会で連携し、継続的に取り組んでま
いります。時間生物学会の誇るべき特性として、いわゆる“サイ

レントマジョリティ”の状態から脱却しなければと思います。 
 
■５月にプエルトリコにて開催された SRBR ミーティングを皮切

りに、国際サマースクール、札幌シンポジウム、アジア時間生物
フォーラムと、それぞれ参加会員から関連学会参加記の寄稿をい
ただきました。遥か彼方で開催された集会はもちろんのこと、名

古屋や札幌で開催された集会も大変国際色豊かな雰囲気が伝わ
ってきます。実際に、札幌シンポジウムの懇親会で「Ten more 
years! Ten more years!」の Chant が沸き起こった際は、時間生

物学会の国際性を目の当たりにしました。 
(中村渉) 
 

 
■久しぶりに編集後記を書かせていただました。今号はリレー
エッセイと夏に連続開催されたサマースクール→札幌シンポジ

ウム→AFC の参加記を編集させていただきました。私も札幌から
参加させていただきましたが、非常に濃密なお腹いっぱいにな
る夏でした。多くの方々に協力いただき、非常に充実した参加

記となりました。10年前に札幌で開催されたサマースクールは
私も参加させていただきましたが、当時を思い出し初心に帰ら
せていただきました。 

 
 

■夏の反動で科研費などが重なりリレーエッセイをスコーンを
忘れており、久保田さんをはじめ編集委員の先生には大変ご迷

惑をおかけしました。リレーエッセイでは久保田さんらしい独
特の世界観をエッセイにしていただき、リズム研究者が誰しも
遭遇する「時間やっても意味ない」など身もふたもない言葉へ

の心境や、今泉先生のレンガのお話しは印象に残りました。皆
様、富山でお会いできますことを楽しみにしております。 
（池上啓介） 

 
 
■富山大会が来月に迫ってまいりました。事務局長の大役を仰せ

つかって、準備にいそしんでおります。会計担当、ウェブサイト
担当、庶務担当、適材適所に人員を割り振ることができたようで、
着々とそれぞれの仕事をこなしています。そうは言っても、慣れ

ない仕事、無事にみなさまを富山でお迎えできるのか、若干の不
安も感じつつ。是非とも富山にお運びいただき、大会を盛り立て、
時間生物の秋を満喫していただければと思います。秋の富山は美

味しいものもたくさんあります。こちらもぜひ、ご堪能ください。 
 
■ダイバーシティ推進委員会あるいは、それに類するものは多く

の学会で活動しています。子育て、就職、ワークライフバランス、
…。容易に解答の見つからない多くの課題があります。富山大会
では、時間生物学会としては初めて、大会の会場に託児室を設け

るようと準備を進めました。しかし、申込者がおらず、不開設と
なりました。小さな子供がいると、託児室はあったらいいなと思
うのですが、いざ子連れで学会に行くとなるとそれはそれで簡単

ことではないというのが体験から思うところです。今年誰も申し
込まなかったからニーズがないということではなく、託児室以外
の方法も含めて、継続的に考えていかねばならないことではない

でしょうか。 
 
■今号の学会誌本編部分は、中村渉編集副委員長に取りまとめお

願いしました。取りまとめは、期日までに記事を揃えて、体裁を
整えたり、細かい所を確認したり、実はテマヒマのかかる作業で
す。ご苦労に感謝！ 
（吉川朋子） 
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今号の表紙

吉野祥太郎『Mythology －土地の記憶－』(2024) 下山芸術の森 発電所美術館にて公開中（富山県）

　表紙の画像は、現在（2024年9月21日～ 2025年3月16日）富山県の発電所美術館で展開している「Mythology －土地の記憶－」
展の一コマである。そこは、かつて水力発電所が存在した場所であり、その記憶を、光の揺らめきを通じて再現する試みである。
この展示は、場所が持つ豊かな歴史と、それに伴う人々の記憶、さらには「神話」とも呼ばれる物語の探求となる。
　初めてこの場所に足を踏み入れた時、湿度に包まれ、過去の息吹を感じた。それは、豊かな水源がこの地の風景や物語を形作っ
てきた証であると想像した。生き物が時に死を迎えるのと同様に、自然物やモノにも役割を終える時期がある。これらのモノに
は、それを使用してきた人や存在していた空間の記憶が染み込んでいるのではないだろうか。私がこの展示を通じて探求したいの
は、その記憶の流れであり、消費社会の中で忘れ去られたモノたちが秘める大事なメッセージを引き出すことである。記憶とは、
単なる過去の出来事の集まりではなく、現在の自分に影響を与え、未来を形作る重要な要素だ。私たちの内面に眠る記憶は薄れた
り消えたりすることもあるが、何かのきっかけで鮮明に蘇ることもある。その瞬間を創出し、観る人が自身の過去を再考する。
　展覧会の空間では、光が反射し、さまざまな形で揺れ動く。その様子は、過去の記憶が蘇り、現在との対話が生まれることを象
徴している。記憶は時間や場所に縛られず流動的であり、この作品を通じて観る人々がその流れを感じ取ることができればと考え
ている。会場に設置されたブランコは、単なる遊具ではなく、記憶を再構築するための象徴的な装置として存在している。ブラン
コに乗ることで、鑑賞者は自身の身体を通じて記憶の流れを感じ、その揺れによって新たな体験を得る。揺れるたびに、周囲の空
間も共鳴し、過去の記憶と対話する旅へと誘う。記憶の異次元を行き来するための入口となるのだ。
　視覚的な体験を超え、身体や感情に訴えるインタラクションを重視し、ブランコを漕ぐことで、物理的な感覚を得ると同時に、
記憶の流動性や多様性を実感してもらいたい。揺れるたびに新たな意味が生まれ、その動きは鑑賞者の内面に深い影響を与える。
自身の記憶と向き合うことで、空間に新たな息吹を吹き込み、記憶と場所との繊細な対話が生まれることを目指している。
　「Mythology －土地の記憶－」は、土地の記憶と神話を通じて、新たな視点を見つけるための空間である。ここに立つことで、
自分の過去の記憶を纏いながら、今という瞬間と出会う。土地が秘めた記憶と再び繋がっていく中で、未知なる自分と場所との関
係を見つめ直す旅のようなものである。

吉野祥太郎（よしの・しょうたろう）彫刻家、美術作家　https://www.sho-y.com/
本展の特設サイト https://www.mythology-art.net/

編集委員より：吉野さんは、一貫して「土地の記憶」をテーマに、石や土、木などの自然物を緻密かつ大胆に構成した大掛かりな
野外作品を多く国内外で発表してきた彫刻家・現代美術家です。近年では、光の表現やインタラクティブな要素も取り入れなが
ら、表現を深化させておられます。奇遇なことに、富山大学での本大会の開催と軌を一にして、本年9月から2025年3月まで、富山
の発電所美術館（富山県下新川郡入善町下山３６４－１）で非常に大掛かりな展示をしておられます。それは、時間や死生観にも
深く関わっていると感じます。会期中お時間があれば、ぜひお訪ねください。（表紙担当・装丁：岩崎秀雄）




